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米子市の平成 19 年度の決算がまとまりましたのでお知らせします
■問い合わせ　財政課（☎２３－５３２２）

一
般
会
計
っ
て
何
で
す
か
？

　
「
一
般
会
計
」
は
、
市
税
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
、
手
数

料
な
ど
の
収
入
や
、
市
の
行
う
仕

事
に
必
要
な
支
出
と
い
っ
た
お
金

の
処
理
を
ま
と
め
て
行
な
う
た
め
に

設
け
ら
れ
た
会
計
で
、
市
の
お
金
の

流
れ
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

 

　

た
だ
し
例
外
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
よ
う

に
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で

運
営
し
て
い
く
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ

の
事
業
に
か
か
る
お
金
の
流
れ
を
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と

は
別
の
会
計
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
「
特
別
会
計
」
と
い

わ
れ
る
も
の
で
す
。

借
金
は
し
っ
か
り
残
っ
て
い

る
の
に
、
貯
金
が
す
ご
く
少

な
い
気
が
し
ま
す

　

市
民
一
人
当
た
り
の
市
債
（
借
金
）

現
在
高
は
49
万
８
４
０
７
円
で
、
類
似

団
体
な
ど
と
比
べ
て
も
多
い
ほ
う
で

す
。
ま
た
、
基
金
（
貯
金
）
は
財
源
不

足
を
補
う
た
め
に
取
崩
し
を
続
け
て
き

た
結
果
、
現
在
枯こ

か
つ渇
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
市
民
一
人
当
た
り
の
現
在
高
は

１
万
１
３
６
６
円
で
、
類
似
団
体
な
ど

と
比
べ
て
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。



ど
う
し
て
お
金
が
足
り

な
く
な
る
の
で
す
か
？

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
加
え
、
景
気
の
急
激
な
回
復

が
望
め
な
い
の
で
、
収
入
は
な
か

な
か
増
え
な
い
の
で
す
。
一
方
で

は
医
療
や
福
祉
関
係
に
か
か
る
お

金
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
の
で
、

国
も
地
方
も
ま
す
ま
す
お
金
が
足

り
な
く
な
る
し
、
そ
れ
を
解
消
す

る
見
込
み
が
立
て
に
く
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。

収
入
が
増
え
な
い
の
に
、

ど
う
し
て
も
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
金
が

増
え
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
か
ら
は
も
っ
と
工
夫

や
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で

す
ね
。
お
金
が
足
り
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
金
の
使
い
方
、
お
金
の
集
め

方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
市

の
財
政
は
立
ち
行
か
な
く
な
り
、

本
当
に
必
要
な
事
業
に
使
う
お
金

も
捻ね

ん
し
ゅ
つ出
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
平
成

18
年
３
月
に
行
財
政
改
革
大
綱
・

実
施
計
画
を
策
定
し
、
お
金
の
使

い
方
と
お
金
の
集
め
方
の
両
方
を

見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計
の
ほ
か
に
も

国
民
健
康
保
険
や
下
水

道
事
業
な
ど
い
く
つ
か

の
特
別
会
計
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
こ
ち
ら
の

収
支
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
？

　

特
別
会
計
の
決
算
額
は
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　

赤
字
決
算
に
な
っ
た
会
計
は
、

翌
年
度
（
20
年
度
）
の
歳
入
か
ら

繰
上
充
用
し
て
補
て
ん
し
ま
し
た
。

会 計 名 歳 入 歳 出 収支差引額
国 民 健 康 保 険 事 業 153億3,242万円 148億　300万円 ５億2,942万円

南 公 園 事 業 2,773万円 456万円 2,317万円

住 宅 資 金 貸 付 事 業 3,766万円 ２億4,893万円 ▲２億 1,127万円

土 地 取 得 事 業 1,293万円 1,293万円 ０円

下 水 道 事 業 84億5,237万円 98億　456万円 ▲13億5,219万円

高齢者住宅整備資金貸付事業 505万円 68万円 437万円

老 人 保 健 事 業 138億　114 万円 140億6,632万円 ▲２億6,518万円

駐 車 場 事 業 ２億　590万円 ６億1,181万円 ▲４億　591万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ９億4,269万円 ９億4,269万円 ０円

流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 10億1,173万円 45億　772万円 ▲34億9,599万円

崎 津 団 地 開 発 促 進 事 業 34億8,333万円 34億8,333万円 ０円

市 営 墓 地 整 備 事 業 1,944万円 7,030万円 ▲5,086万円

介 護 保 険 事 業 101億7,219万円 99億8,196万円 １億9,023万円

市 営 墓 苑 事 業 2,179万円 1,504万円 675万円

◆財政用語の解説◆
繰上充用…
歳入が歳出に不足する場
合に、翌年度の歳入を繰
り上げて、その年度の歳
入に充てること
実質収支…
歳入歳出差引額から翌年
度へ繰り越すべき財源を
差し引いた決算額



　

平
成
19
年
度
の
業
務
量
は
、

給
水
戸
数
７
万
691
戸
、
年
間
総

配
水
量
２
５
１
８
万
８
９
１
３

立
方
メ
ー
ト
ル
、
給
水
量

２
２
９
２
万
５
８
６
１
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、有
収
率
（
※
）
は
91
・
０
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

改
良
事
業
で
は
、
口
径
100
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
か
ら
250
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
老
朽
石
綿
管
を
１
６
８
７

メ
ー
ト
ル
布
設
替
し
た
ほ
か
、

都
市
計
画
事
業
、
下
水
道
事
業

な
ど
の
事
業
実
施
に
伴
い
、
口

径
25
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
500
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
配
水
管
を

１
万
３
３
６
６
メ
ー
ト
ル
布
設
し
、

配
水
管
網
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
純
利
益
と
な
る
収
益
的
収

支
の
差
は
３
億
８
０
３
５
万
円
で

し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収

入
不
足
は
減
価
償
却
費
・
利
益
剰

余
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

※
有
収
率
…
配
水
量
の
う
ち
、
料

金
収
入
の
あ
る
水
量
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
す
。
料
金
収
入
に
な
ら
な

い
水
は
、
水
道
事
業
用
に
使
わ
れ

た
水
や
漏
水
な
ど
で
す
。

１
日
１
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、
年
間
65
万
８
８
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業
用
水
を
供
給
す
る
と
と
も

に
、
水
道
施
設
の
保
守
管
理
を
行
な
い
、
契
約
水
量

の
安
定
・
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

◆財政用語の解説◆
収益的収支…水道事業の運営に伴う収入
と、それに要した経費の収支。
単年度での経営状況を示します。
資本的収支…配水管の布設や更新、配水
池の建設など、施設整備に要した経費と、
まかなった財源の収入をいいます。



近隣都市や類似団体との比較（平成19年度決算）
経常収支比率（％） 市民１人あたり基金現在高（円） 市民１人あたり市債現在高（円）

米子市 92.8 米子市 11,366 米子市 498,407
類似団体平均 91.9 類似団体平均 67,994 類似団体平均 471,925

鳥取市 84.9 鳥取市 33,820 鳥取市 611,990
倉吉市 99.4 倉吉市 78,237 倉吉市 620,528
境港市 89.3 境港市 107,243 境港市 399,596

財政構造の弾力性（ゆとり）を判
断するための指標で、数値が大き
いほど財政の硬直化が進んでいる
ことを示します。使途を制限され
ない経常的な収入（地方税、普通
交付税等の毎年収入される性質の
収入）に対する経常的な支出（人
件費、公債費、扶助費等の毎年経
常的に支出されるもの）の割合が
低いほど、財政にゆとりがあり、
さまざまな状況の変化に柔軟に対
応できることを示します。

市民１人あたりの基金(一般家庭でい
うところの貯金）現在高で、下記の
基金を合計したものです。
※財政調整基金…将来における財政
の健全な運営に役立てるために積み
立てられるもの
※減債基金…将来における市債の償
還に充てるために積み立てられるも
の
※その他特定目的基金…社会福祉の
充実や、環境の保全など、特定の目
的のために積み立てられるもの

市民１人あたりの市債（一般家庭で
いうところの借金）現在高（普通会
計負担分）で、将来負担の適正度を
みることができます。
 
※普通会計…全国の市町村と比較で
きるように、統一的な基準に基づい
た会計区分のことで、米子市の場合
は、「一般会計」に「南公園事業特
別会計」をはじめとする８つの特別
会計と「駐車場事業特別会計のうち
の駐輪場部分」を合わせた会計をい
います。

財政力指数 人口1,000人あたりの職員数（人）
米子市 0.70 米子市 5.14

類似団体平均 0.70 類似団体平均 7.52
鳥取市 0.57 鳥取市 6.63
倉吉市 0.45 倉吉市 7.73
境港市 0.57 境港市 6.47

地方公共団体の財政力を示す指数
で、高いほど普通交付税算定上の
留保財源が大きいことになり、財
源に余裕があるといえます。指数
が１を超える地方公共団体は普通
交付税の不交付団体となります。
※普通交付税…地方交付税の主体
をなすもので、各地方公共団体の
標準的な財政需要に対して財政収
入が不足する場合に、その財源不
足額を一定の方法によって算定
し、交付するものです。

人口1,000人あたりの職員数(特別職
を除く）で、この指標を類似団体と
比較することで職員数の適正度をみ
ることができます。

類似団体とは…全国の市町村を「人口」、「産業構造」の２要素の組合せによって類型ごとに分類したもので、米子市 ( 平
成20年３月31日現在149,153人）は人口10万～15万までで、第２次産業と第３次産業の合計が 95％未満（うち第３次産
業が 55％以上）の類型の都市になります。なお、今回の比較では、類似団体の中からさらに「地方交付税種地」が同一
の団体を選びました。「地方交付税種地」とは、市町村の都市化の度合いによって分類されるもので、都市的形態の程度
に応じて異なる地方公共団体の経費の差を反映しています。

※類似団体平均値は、19 年度地方財政状況調査をもとに算出した速報値（平成20年８月31日現在）です。



　米子市では、大変厳しい財政状況の中で、市民に必要なサービスを維持しながら、財政の健全化とまちづくりの両立を図っ
ていくために、平成18年３月に米子市行財政改革大綱と実施計画を策定し、平成17年度から平成21年度までの５年間にお
ける行財政改革に取り組んでいます。
　このたび、この実施計画に基づく平成19年度までの推進状況をまとめましたので、主な実績をお知らせします。
■平成19年度までの実績
　米子市行財政改革大綱・実施計画（平成17年度～平成21年度）で取り組む予定としていた 154項目の内、平成19年度ま
での３年間で約９割に相当する 138項目に取り組みました。
　これらの取組みによる３年間の財政効果額は、約39億２千万円（うち一般会計分約32億９千万円）となり、５年間の計画
期間全体の財政効果額の見込みは約 88億６千万円（うち一般会計分約67億４千万円）となりました。

【平成19年度までに実施または方針決定した主な取組み】
項 目 内 容

定員適正化計画の策定・実施
職員定員について、事務事業の整理・効率化、民間委託の推進等により平成 17 年度か
ら平成21年度の５年間で 57人の削減、平成26年度までの10年間で 141人の削減を図
ることとし、平成20年４月までに47人の削減を実施しました。

職員の給与構造の見直し 平成18年４月に職員の給与水準を平均 4.8％引き下げること等を柱とする給与構造改革
を実施しました。

職員の給与減額の実施
平成17年７月から平成18年３月までの間、職務の級に応じて３％～５％の給与減額を実
施しました。また、平成19年４月から職務の級に応じて２％～６％の給与減額を実施し
ています。また、平成17年７月から管理職手当の 20％減額を実施しています。

特別職の職員の報酬の見直し
平成19年４月から平成21年３月までの間、特別職の職員について 12％の報酬減額を実
施しています。さらに、市長・副市長・教育長・水道事業管理者については、平成17年
４月から 8％～ 10％の報酬減額を実施しています。

指定管理者制度の適用 平成18年度から公の施設における指定管理者制度の適用を推進し、平成19年度までに
61施設について公募等で選定した事業者による管理を実施しました。

米子ゴルフ場経営の見直し 平成18年度から公募により選定した民間事業者によるゴルフ場経営を実施しました。

弓ヶ浜わくわくランド事業の見直し 平成18年12月から弓ヶ浜わくわくランドを閉園しました。

外郭団体の統廃合の促進 平成17年度に（財）米子市公園協会、（財）米子市福祉事業団、平成18年度に（財）米子
勤労総合福祉センターが解散しました。

市税前納報奨金制度の廃止 平成19年度から市県民税（普通徴収分）及び固定資産税の全期前納者に交付していた前
納報奨金を廃止しました。

民間委託に係る推進計画の
策定・実施

平成18年3月に「米子市民間委託等推進計画」を策定し、学校施設管理業務、庁舎管理業務、
公用車運転及び維持管理業務、分別収集業務、学校給食運営業務、公立保育所調理業務
などの民間委託等を推進することとしました。平成19年度までに学校施設管理業務の効
率化、学校給食運営業務及び公立保育所調理業務の民間委託を実施しています。

補助金の整理合理化 平成18年12月に「米子市補助金等の在り方に関する検討委員会」を設置し、補助金交
付の基本的考え方をまとめた上で補助金の整理合理化を図りました。

市税等滞納整理対策
平成17年度から、市税等の徴収部門への人員配置の強化、管理職による滞納整理対策、
徴収率の目標設定、滞納者に対する行政サービスの制限など、市税等の徴収率の向上に
資する施策を実施しました。

使用料・手数料の額の適正化 平成19年度から使用料27件、手数料24件の改定を実施するとともに、新たに皆生老人
憩の家等の入浴サービスの有料化、印鑑登録証交付手数料の有料化等を実施しました。

家庭ごみ処理の有料化 平成19年４月から家庭ごみ処理の有料化を実施しました。

下水道使用料・農業集落排水施設
使用料の見直し 平成19年度から下水道使用料・農業集落排水施設使用料の改定を実施しました。

市民参画推進計画の策定 平成19年７月に「米子市市民参画・協働推進計画」を策定しました。

※行財政改革大綱・実施計画の内容のほか、行財政改革の詳細については、行政経営課へお問い合わせください。

■問い合わせ　行政経営課（☎２３－５３０６）



第19回子どもの健康週間行事
絵本を読んで演奏を楽しむ会

16日（木）午後２時～３時・１階大会議室

1992年英国で始まった ｢ ブックス
タート ｣ と呼ばれる運動をお手本に、
どんな絵本をどんなふうに読んだら
よいのか、実際にその一例を見て聞
いていただきます。

◆演奏　チェロ…博愛病院小児科医師　原
は ら だ

田友
ゆういちろう

一郎さん
　　　　ピアノ…米子管弦楽団　本

ほ ん だ

田祐
ゆ み こ

美子さん
　　　　ヴァイオリン…米子管弦楽団　楢

ならもと

本ひとみさん
◆絵本の読み聞かせ
　米子市立図書館司書 ･･･ 中

な か い

井　志
し ほ

保、反
た ん だ

田奈
な お み

緒美

健康講演会
11日（土） 午後１時30分～・１階大会議室

「肺の病気は正しく知れば怖くない
～結核・肺がん検診のすすめ～」

講師：鳥取大学医学部附属病院胸部外科　科長
　　　准教授　中

なかむら

村　廣
ひろしげ

繁さん

「骨と関節の日」特別講演会
13日（月） 午後２時～・１階大会議室

「骨粗鬆症と転倒予防・骨の健康を考えてみませんか」
講師：鳥取大学医学部附属病院リハビリテーション部
　　　副部長　片

かたぎり

桐　浩
ひ ろ し

史さん

体験コーナー　　11日（土）

▼歌って健康若がえり教室（午前10時～正午・１階大会議室）
　｢ ピアノに合わせて歌いましょう ｣　　歌の指導　下

し も だ

田　公
き み お

夫さん

▼マタニティー応援教室＆すくすく相談　秋のスペシャル（午前９時30分～ 11時30分、午後１時30分～３時・３階保健指導室）
　もく浴体験、パパのマタニティー体験、おもちゃを作ろう、身体測定、おっぱい相談、歯の相談、栄養相談、絵本

▼さわやか「若さ」測定（午前９時30分～正午・３階運動指導室）
　鳥取大学病態運動学教室の応援で健康体力測定を行ないます。ズボン、ズックを忘れずに！

▼みそ汁塩分検査（午前10時～正午・１階ロビー）　みそ汁（コップ半分程度）をご持参ください。

▼鳥取県臨床検査技師会糖尿病無料検査コーナー（午前10時～正午・１階ロビー）
　血糖値検査、尿検査の後、医師等による診断と指導。先着100人

▼鳥取県栄養士会コーナー（午前10時～正午・３階ロビー）
　食生活・運動・ストレスチェック～栄養士による生活習慣改善アドバイス～

▼健康づくり体操コーナー（午前10時～正午・２階作業療法室）　
　よな GO！ GO！体操、すこやかオーラル体操（口の体操）をご紹介します。

▼鳥取県臓器バンク相談コーナー（午前10時～・１階ロビー）臓器提供に関心のある方、お気軽にご相談ください。

▼喫茶コーナー（午前10時～午後１時・２階機能訓練室）

▼ガレージセール・クイズラリー（午前10時～・１階ロビー）
　新鮮な野菜や不用品などいろいろ売り出します。盛りだくさんです！クイズに挑戦！参加賞あり！

▼こんにちは赤ちゃんパネル展（１階ロビー）　　　　　 ▼ハンセン病パネル展（２階）

　市行政が直面している課題、そ
れに対する市の取組状況、市民と
の連携などについて、市長が各地
域に出向いて説明します。どなた
でも参加していただけます。お気
軽にご参加ください。
　懇談会は１時間30分程度の予定です。
■問い合わせ　秘書広報課（☎２２－５０４２）

日 時 場 所
10月１日（水）　午後７時～ 福 米 西 公 民 館
10月２日（木）　午後７時～ 義 方 公 民 館
10月８日（水）　午後７時～ 住 吉 公 民 館
10月10日（金）　午後７時～ 啓 成 公 民 館
10月14日（火）　午後７時～ 就 将 公 民 館
10月16日（木）　午後７時～ 明 道 公 民 館
10月20日（月）　午後７時～ 福 米 東 公 民 館
10月21日（火）　午後７時～ 福 生 東 公 民 館

鳥取県西部医師会を
はじめ多くの関係団
体の協力を得て実施
しています



米子市バイオマスタウン構想（案）に関する意見を募集します
　米子市における、バイオマスのより一層の利活用推進を図ることを目的とした基本方針となる「米子市バイオマスタウン
構想」を策定するにあたり、市民の皆さんのご意見を広く募集いたします。

▼構想（案）の閲覧場所　「米子市ホームページ」をご覧いただくか、農林課（第２庁舎４階）、
　淀江支所地域振興課、行政窓口サービスセンター、各公民館でご覧いただけます。

▼募集期間　１日（水）～31日（金）

▼応募方法　住所・氏名・電話番号を明記のうえ、農林課に直接ご持参いただくか、郵送、
　FAX、E メールなどでご応募ください。
　ご意見は、構想（案）の文言を具体的に修正（追加・削除）する形でご記入ください。
　またその理由もあわせて記入してください。様式は自由です。
　電話、口頭での受け付けはいたしません。
　市民の皆さんからご応募いただいたご意見に対して、個別の回答はいたしませんが、市の考え方とあわせて、後日公表し
　ます。

▼応募・問い合わせ　〒 683-0067　米子市東町 161 －２　米子市役所農林課（米子市第２庁舎４階）
　☎２３－５２３２  FAX ２３－５２２８　E メール　nourin@yonago-city.jp

バイオマスとは…
動植物から生まれた再生
可能な有機性資源です。
代表的なものに家畜排せ
つ物や木くず、もみがら
などがあります。

精神保健福祉ボランティア講座
精神障がいに対する理解を深め、誤解や偏見のない社会
にむけて、障がいのある方の理解者・支援者になりませ
んか。
ボランティアにもいろいろな方法があります。講座のな
かで自分にできることを見つけてください。あなたの理
解が、孤立しがちな精神障がいのある方の支えになりま
す。

第１回 11月18日（火）　午後１時30分～３時30分
説明『ボランティア活動について』

第２回

11月25日（火）　午後１時30分～３時30分
講演『精神障がいについて』
講師：鳥取県立精神保健福祉センター
　　　原

は ら だ

田　豊
ゆたか

さん

第３回 12月２日（火）　午前９時30分～午後１時30分
作業をとおしての交流と昼食会

第４回 12月18日（木）　午後１時30分～４時
米子市こころの広場の参加

第５回 １月14日（水）　午後12時30分～午後４時
病院デイケアに参加交流

第６回 １月28日（水）　午後１時30分～３時30分
体験発表『私こんなことしてるよ ･･･』

▼ところ
「ふれあいの里」２階ほか

▼対 象
ボランティア活動に関心があり、全講座に参加が可能
な方

▼参加費　無料（第３回の昼食は実費）

▼定 員　20人

▼申込期限　11月12日（水）

■申込・問い合わせ
　障がい者支援課（☎２３－５５４５）
　米子市ボランティアセンター（☎２３－５４５５）

野生のサルにご注意を
　この頃、市内各所で野生のサルが出没し、玄関などをあけ

て家の中に入り食べ物をあさるなどの被害が起きています。

このため、米子市は現在、警察や県などと連携し、山へ追い

払う対策をしています。野生のサルは危険ですから目撃して

も刺激しないようにしてください。

　また、野生のサルは、人間の住む場所に食べ物があること

を学習すると居ついてしまいます。

　家の周辺にエサとなるものを置かないようにし、戸締りを

して侵入を防ぐようにしてください。

■問い合わせ　農林課（☎２３―５２３１）

高齢者虐待無料対応窓口
　鳥取県内の方を対象に、さまざまな高齢者虐待に関する
電話相談を実施しています。お気軽にご利用下さい。
虐待当事者のほか、ご家族、知人、介護事業所の職員さん
など介護者等からのご相談も幅広くお受けし、全体的に支
援します。
　対応は、弁護士、社会福祉士などの専門職が担当します。
　電話相談のみでは問題を解決できない場合、個別に対応
することができます。料金は不要です。
受付時間 月～金曜日（祝祭日を除く） 13 時～ 16 時
■対応窓口　☎３４－２５００
※運営…成年後見ネットワーク米子

高齢者虐待…？
暴力など「身体的」虐待はもちろん、財産搾取など「経済的」
なもの、暴言や無視など「精神的」なもの、わいせつ行
為など「性的」なもの、また「介護放棄」なども含まれ
ます。



郵便による不在者投票制度
～自宅で投票できます～

▼次の方が対象となります。
①身体障害者手帳をお持ちの方で、
　両下肢 ･ 体幹 ･ 移動機能の障がい…一級か二級の方。
　心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸
　の障がい…一級か三級の方。
　免疫の障がい…一級から三級の方。
②戦傷病者手帳をお持ちの方で、
　両下肢・体幹の障がい…特別項症から第二項症の方。
　内臓機能の障がい…特別項症から第三項症の方。
③介護保険の要介護状態区分が ｢ 要介護５｣ の方。

▼代理記載制度があります。
　郵便による不在者投票のできる条件に該当する方
　で、さらに…
　・身体障害者手帳に、上肢または視覚の障がいの程
　　度が一級の記載がある方
　・戦傷病者手帳に、上肢または視覚の障がいの程度
　　が特別項症から第二項症と記載のある方は、事前
　　に米子市選挙管理委員会に届出られた方が代わり
　　に記載することで投票ができます。（代理で記載
　　できる方は選挙権のある方に限ります。）

▼手続きは…
　①前もって郵便等投票証明書の交付手続きが必要で
　　す。
　②投票用紙の請求は、上記の証明書を添え、投票日
　　の４日前までに選挙管理委員会へ届くことが必要
　　です。
■問い合わせ　選挙管理委員会 ( ☎２３- ５３４６) アクアスロン皆生大会開催！

　日本のトライアスロン発祥の地、
米子市皆生。今回から、『第２回全
日本 Challenged アクアスロン皆生
大会』とあらため、全国大会となり
ます。
　全国の身体・知的・精神・その他
すべての障がい児・者（中学生以上）で、運動を続けている方や、
この大会に向けて練習されている方が出場します。
　選手は３つの種目に分かれて、水泳とランニングに挑戦しま
す。競技中は、鳥取県トライアスロン協会と皆生ライフセービ
ングクラブ、その他多くのボランティアが、選手一人ひとりに
伴走し、サポートします。
　参加するアスリートだけでなく、ここに集うすべての人々が
心から楽しみ、交流の輪がひろがるよう、この大会への応援を
お願いします。

▼と き　13日 ( 月 )　午前９時30分スタート！

▼ところ　県営米子屋内プール ( 皆生温泉三丁目 ) とその周辺
■問い合わせ　全日本 Challenged アクアスロン皆生大会実行
委員会事務局（☎・FAX　３４－２５５６）
※受付は午前 10 時～午後５時（土・日・祝はお休みです）
ホームページ：http://www.aquathlon.jp/

【平成20年住宅・土地統計調査】への
ご協力をお願いします

　この調査は ､ 総務省統計局が市町村を通じて行なう
統計調査で、住宅などに居住している世帯に関する実
態と、これ以外で人が居住する建物に関する実態、現
住居以外の住宅・土地の保有状況などを調査し、住宅・
土地関連諸施策の基礎資料を得ることを目的として実
施されます。
　該当世帯には９月下旬に、調査員が調査票の記入のお
願いにうかがっていますので ､ ご協力をお願いします。
■調査員は、「調査員証」を携帯しています。
■問い合わせは…

▼調査の内容、調査票の記入のしかた
　住宅・土地統計調査コールセンター…
　☎０５７０－０８－１００１
　（午前８時～午後９時　土・日・祝日を含む）

▼調査票の受取・提出日変更や調査書類の不足
　米子市役所総務管財課…☎２３－５３３１
　（午前８時30分～午後５時30分　土・日・祝日は除く）

電子申告のための
「住民基本台帳カード」の取得はお早めに！

　確定申告の電子申告による税額控除に伴い、今年度の確定申
告時期には、電子証明書付きの住民基本台帳カード（住基カード）
を取得される方が増え、市民課の窓口が大変混雑し、長時間お
待たせすることが予想されます。住基カードの申請はなるべく
お早めに手続きをされるようおすすめします。
　｢ 電子証明書 ｣ とは、インターネットを通じて国や地方の行
政機関が行う電子申請 ･ 届出等の行政サービスを受けるために
利用するものです。住基カードの取得と同時、または取得後に
電子証明書発行の申請をされれば、住基カードに電子証明書を
記録することができます。
　住基カードの交付申請後に、郵送による本人照会を行ない、
郵送された照会書を再度窓口にお持ちいただいた際に住基カー
ドの交付を行ないます。なお、運転免許証、パスポートなど官
公署が発行した顔写真付きの身分証明書をお持ちの方は、即日
交付できます。
　住基カードと電子証明書の作成の所要時間は、合わせて約 40
分程度です。ただし、混雑時には時間がかかる場合もあります。
日にちと時間に余裕を持って窓口へお越しください。

▼申請時に必要なもの　①認印（スタンプ印不可）、②住基カー
ド交付手数料 500円、③電子証明書交付手数料 500円、④写真
付き住基カードを希望されるかたは、「上半身、無帽、正面、無
背景で６か月以内に撮影した縦４．５センチ×横３．５センチの
大きさ」の写真を１枚をご持参いただくか、または市役所での
撮影も可能です。
■問い合わせ　市民課窓口係（☎２３－５１４４）



　この作品は、日常生活のなかで目にとまった一コマを撮影し、それらを鉛筆などで陰影をつけ加えるなどの
修正をした後シルクスクリーンで転写し、木版を併用する技法で制作されています。現在、このように種類の
異なる版を組み合わせるという技法は、広く用いられるようになっていますが、その先駆けとなった作家が野
田哲也です。作品名がすべて「日記の日付」になっている様に、一貫して家族や知人など身近な人物の肖像、

日常的な光景や物事を題材に、まるで「日記」を綴るかのように
作家の私的風景が描き出されています。
　≪ Diary:Oct.25th ′ 73 ≫は、長男の満１歳の誕生日に撮影
した家族の記念写真をもとに制作された作品です。襖の前に野田
とイスラエル出身の妻が正座し、妻の後ろからは長男がひょっこ
り顔をのぞかせています。親子の微笑ましい情景が表現された画
面からは、私的表現にとどまらず、多くの人が共有する日常感覚
に根ざした時間の流れが感じられます。
　この作品は、11月 2 日（日）から 12月23日（火）まで開催の
常設Ⅲ「ファミリーアルバム - 家族の情景 -」にてご覧いただけ
ます。
■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/
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別
落
書
き
が
連
続
し
て

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
各
自
治

会
の
協
力
を
い
た
だ
き
ス
テ
ッ
カ
ー
の

各
戸
配

布
を
行

な
う
な

ど
、
差

別
落
書
き
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
組

み
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
の
差
別
落
書
き
の
行
為
者

は
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
、

公
共
の
建
物
や
道
路
等
に
部
落
差
別
や

障
が
い
者
差
別
、
外
国
人
差
別
な
ど
に

関
す
る
落
書
き
が
い
く
つ
か
発
生
し
て

い
ま
す
。

▼
落
書
き
は
犯
罪
で
す

　

差
別
落
書
き
は
犯
罪
で
あ
り
、
許
さ

れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
施

設
へ
の
落
書
き
は
「
米
子
市
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
に
よ

り
５
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
な
差
別
落
書

き
に
対
し
て
は
、
警
察
と
連
携
し
な
が

ら
断
固
と
し
た
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

差
別
落
書
き
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

施
設
の
管
理
者
、
ま
た
は
米
子
市
役
所

人
権
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
２
５
０
）

（
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
…
☎
22
―
７
１
１
１
）



　

行
政
相
談

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
ご
相
談
を
、
行

政
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
予
約

不
要
で
す
。

と

き　

７
日
㈫
、
27
日
㈪

　
　
　
　

11
月
４
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈮
、
11
月
10
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

16
日
㈭

●
市
役
所
本
庁
４
０
２
会
議
室（
４
階
）

　

午
前
10
時
～
正
午

●
五
千
石
公
民
館　

　

午
後
２
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23
―
５
２
７
７
）

　

一
日
無
料
相
談
会

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き　

11
月
13
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階

相
談
内
容　

健
康
医
療
、
法
律
、
税
務
、

建
築
、不
動
産
、金
融
、補
聴
器
、商
標
・

特
許
保
険
、
登
記
、
冠
婚
葬
祭
、
野
菜

作
り
園
芸

問
い
合
わ
せ　

米
子
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
34
―
３
０
３
２
）

　

米
子
合
同
行
政
相
談

国
、
県
、
市
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

相
談
や
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど

に
関
す
る
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
弁

護
士
に
よ
る
相
談
は
予
約
制
で
す
。
相

談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

相
談
に
応
じ
る
の
は
、
法
務
局
、
人
権

擁
護
委
員
、
社
会
保
険
事
務
局
、
労
働

局
、
鳥
取
県
、
米
子
市
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
行
政
相

談
委
員
、
行
政
評
価
事
務
所
で
す
。

と

き　

20
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所

（
０
８
５
７
―
24
―
５
５
４
２
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

▼
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
予
約
不
要
で
、無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
１
階

▼
法
律
相
談

法
律
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
無
料

で
相
談
（
１
人
30
分
）
に
応
じ
ま
す
。

要
予
約
（
予
約
方
法
…
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時
に
☎

22
―
７
８
３
０
ま
で
）。

と

き　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
１
階

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
米
子

法
律
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
多
重
債
務

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
、
交
通
事
故
な

ど
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談
（
１
件
0

分
）
に
応
じ
ま
す
。
要
予
約
（
予
約
方

法
…
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
鳥

取
県
弁
護
士
会
米
子
支
部
ま
で
）。

※
30
分
５
千
円
（
た
だ
し
、多
重
債
務
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
、サ
ラ
金
の
相
談
は
無
料
）

と

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～
７
時

と
こ
ろ　

米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋
５
階

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
弁
護
士

会
米
子
支
部
（
☎
23
―
５
７
１
０
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

多
重
債
務
や
ヤ
ミ
金
融
等
に
つ
い
て
弁

護
士
や
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
（
１

件
に
つ
き
30
分
）
に
応
じ
ま
す
。
要
予

約
。
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
11
月
以

降
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

と

き　

27
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
―
２
６
４
８
）、

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
35
―
６
５
６
６
）

米子市消費生活相談室
お買い物、訪問販売のト
ラブルや架空請求など、
消費生活に関するご相談
をお受けしています。

▼相談時間
　平日午前８時30分

～午後５時

▼場所
　市役所本庁舎４階
■問い合わせ
　米子市消費生活相談室
　（３５－６５６６）



　

米
子
市
戦
没
者
慰
霊
祭

　

米
子
市
戦
没
者
慰
霊
祭
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
戦
没
者
遺
族
の
方
も
、
一
般

の
方
も
多
数
ご
列
席
く
だ
さ
い
。

と

き　

17
日
㈮
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

　
　
　
　

１
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―
５
５
４
５
）

　

漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を

　

縦
覧
し
ま
す

10
月
20
日
㈪
か
ら
11
月
３
日
㈪
ま
で
の

間
、
市
役
所
本
庁
舎
４
階
の
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
で
「
鳥
取
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧

を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
が
し
て
な
け
れ

ば
、
た
と
え
資
格
が
あ
っ
て
も
漁
業
調

整
委
員
選
挙
の
有
権
者
に
な
れ
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
縦
覧
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
名
簿
の
登
録
漏
れ
や
誤
り
が

あ
る
と
き
は
、
こ
の
期
間
中
に
異
議
の

申
し
出
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23
ー
５
３
４
６
）

　

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
支
援
員

　

養
成
研
修
会
研
修
生

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

に
代
わ
っ
て
、
見
守
り
を
行
な
う
「
支

援
員
」
の
養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。

　

研
修
修
了
者
に
は
修
了
書
を
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
実
習
後
は
、
地
域
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と

き　

11
月
４
日
㈫
・
18
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階
会
議
室

対

象
　

20
歳
以
上
で
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

定

員
　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

31
日
㈮

受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

申
込･

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

（
☎
22
―
２
７
０
３
）

　

ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
よ
な
ご
会
員

　

ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
よ
な
ご
（
米
子

市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

は
、
中
小
企
業
従
業
員
の
福
利
厚
生
を

サ
ポ
ー
ト
。
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク

費
用
の
助
成
、
各
種
祝
金
や
見
舞
金
な

ど
の
給
付
、
各
種
資
格
取
得
費
用
な
ど

の
助
成
、
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施

設
利
用
へ
の
助
成
な
ど
。
く
わ
し
く

は
、
ジ
ョ
イ
サ
ポ
ー
ト
よ
な
ご
（
☎
38

―
１
１
２
２
）
ま
で
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
http://w

w
w

.yonago-sc.com
/

▼
会
員
資
格
　

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

（
従
業
員
300
人
以
下
）
の
事
業
主
と
従

業
員

※
原
則
と
し
て
事
業
所
単
位
で
加
入

・
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
市
外
の
中
小

企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者（
個
人
加
入
）

▼
会
費　

月
額　

１
人
1,000
円

　

自
衛
官

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
2
等
陸
・
海
・
空
士

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
西
福
原
三
丁
目
☎
33
―
２
４
４
０
）

か
、
米
子
市
役
所
総
務
管
財
課
（
☎
23

―
５
３
３
１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
教
室

　
「
よ
な
GO
体
力
測
定
会
」

体
力
測
定
を
行
な
い
、
体
力

年
齢
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
身
体
機
能
の
維
持
・
向

上
の
た
め
に
、
自
宅
で
も
で

き
る
簡
単
な
体
操
、
よ
な

体
操
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

日程・会場

16
日
㈭

午
後
１
時30分

～

河
崎
公
民
館

17
日
㈮

福
生
西
公
民
館

31
日
㈮

午
前
10
時
～

義
方
公
民
館

時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
下

の
方
も
参
加
可
）

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

地域見守り活動開始！
　米子市と新日本海新聞社とは、
住民が安心して生活が営めるよう
地域見守り活動に関する協定を締
結しました。この協定は、新聞を
配達する際、配達員が住民の異常
を察知したときは、速やかに通報
し、それを受けた市が安否確認な
どを行なうもので、平成20年９月
１日から運用を開始しています。
■問い合わせ
　長寿社会課（☎２３－５１５５）



対

象　

中
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者

準
備
す
る
も
の　

絵
具
、
パ
レ
ッ
ト
、

筆
、
敷
物
、
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

※
画
用
紙
、
画
板
、
絵
具
用
の
水
は
、

ご
用
意
し
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
５
日
㈬
ま
で

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

妻
木
晩

田
遺
跡
事
務
所
（
☎
37
―
４
０
０
０
）

　

第
55
回
鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展

　

出
品
作
品
募
集
（
出
品
無
料
）

対

象　

県
内
在
住
ま
た
は
県
内
に
お

勤
め
の
勤
労
者
の
方
ま
た
は
退
職
者

部

門　

写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・
書
道

出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
２
点
以

内
・
写
真
は
単
２
点
以
内
ま
た
は
組
１

点
の
い
ず
れ
か（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

原
則
、
全
て
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

応
募
期
間

10
月
１
日
㈬
～
11
月
20
日
㈭

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

（
☎
０
８
５
７
―
27
―
４
１
８
８
）

所
定
の
出
品
申
込
書
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

（http://tottori.rofuku.net/

）

▼
会

期　

12
月
14
日
㈰
～
21
日
㈰

▼
会

場　

米
子
市
美
術
館

り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

㈳
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
（
☎
37
―
２
５
３
１
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

　
「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
る
」　

　

シ
リ
ー
ズ

テ
ー
マ　
「
西
欧
の
文
化
と
環
境
の
問

題 

～
生
活
環
境
の
歴
史
と
課
題
～
」

講

師　

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科 

教
授

　
　
　
　

中な
か
む
ら村
貴う

ず
し志
さ
ん

と

き　

11
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
「
本
の
学
校
」（
新
開
二
丁
目
）

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境
大
学
企
画
交

流
課 

☎
０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
７
―
38
―
６
７
０
９
・

Ｅ
メ
ー
ル　

kouryu@
kankyo-u.ac.jp

　

む
き
ば
ん
だ
秋
の
親
子
写
生
会

妻
木
晩
田
遺
跡
の
秋
を
見
つ
け
て
楽
し

く
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加

賞
、
表
彰
も
あ
り
ま
す
。
参
加
無
料
。

と

き　

11
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　

学
校
公
開
＆
作
品
展

学
校
公
開
に
あ
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の

作
品
も
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
校
く
だ
さ
い
。申
込
み
不
要
で
す
。

と

き　

27
日
㈪
～
30
日
㈭　
　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

鳥
取
県
立
皆
生
養
護
学
校

　
　
　
　
（
上
福
原
）

問
い
合
わ
せ　

皆
生
養
護
学
校
支
援
部

（
☎
22
―
６
５
７
１
）

　

各
種
技
能
講
習

高
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

①
警
備
業
務
補
助
講
習
と
②
オ
フ
ィ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
期
間　

①
23
日
㈭
～
30
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　
　

②
11
月
５
日
㈬
～
14
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会

場　

米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
錦
町
）

対

象
　
60
歳
台
前
半
の
就
職
・
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方　
　
　

募
集
締
切
・
定
員
　

①
14
日
㈫
ま
で
・
15
人

②
24
日
㈮
ま
で
・
20
人

受
講
料　

無
料

申
込
書
は
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

12
日
㈰
午
前
８
時
10
分
・
米
子
駅
集
合

（
８
時
30
分
発
、
松
江
駅
下
車
）、
行

き
先
…
松
江
城
周
辺 

（
行
程
約
10
㎞
）、

運
賃
往
復
960
円
・
入
館
料
920
円
・
解
散

予
定
午
後
４
時
頃

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　
「
ち
ょ
っ
と
ピ
ア
ノ
練
習
」

　

ピ
ア
ノ
練
習
希
望
者
を
対
象
に
低
料

金
で
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を
開
放
し

ま
す
。

　

県
西
部
に
１
台
し
か
な
い
、
ウ
ィ
ー

ン
の
至
宝
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
ピ

ア
ノ
」
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は

淀
江
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

と

き　

25
日
㈯
・
26
日
㈰

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
９
時

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

定

員
　
11
人

料

金
　
1,260
円（
お
１
人
１
時
間
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
　
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
―
４
０
５
０
）

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う



第25回淀江町産業祭

■と き　11月９日（日） 午前９時～午後３時

■ところ　淀江文化センター、屋外特設会場　　

▼出店　淀江町内各種企業、団体などによる特産品販
　売、バザー、展示

▼屋外ステージイベント　郷土芸能ほか

▼子ども夢広場　　
　・児童文化センター出張事業～おおぞらコース～
　　めんこ、独

こ ま

楽回しなど、昔遊びの体験
　・ブラックライト・朗読
　・米子高専出前講座（科学体験教室科）

▼安心・安全まちづくり in よどえ（午前中）
　・はたらく車の展示　パトカー、消防車ほか
　・防火体験コーナー　水消火器体験、火災警報器の
　　展示、防火衣とヘルメットの着衣経験
　・防災体験コーナー　心肺蘇生法・ＡＥＤの体験、
　　備蓄米炊き出し訓練、171災害時伝言ダイヤルの
　　経験、衛星臨時公衆電話体験ほか
　・交通安全・防犯体験コーナー　簡易運転適正診断、
　　飲酒運転ゴーグル、動体視力検査、お子様制服撮影

▼屋内ステージ
　・大正琴発表会（淀江文化センター午後１時～３時）
■問い合わせ
　淀江支所地域振興課（☎５６－３１１２）

平成21年米子市成人式は、平成21年1月3日（土）に開催
する予定です。新成人自らが、新しい門出をともに祝福し、
思い出に残る成人式となるよう、構成・企画に協力してく
ださる実行委員を募集します。

▼応募資格　平成21年成人式対象者（昭和63年４月2日～
平成元年4月1日生まれの方）で、平日の午後７時頃から
数回行なう予定の実行委員会に参加可能な方

▼応募方法　住所、氏名、生年月日、電話番号を明記の上、
郵送、FAX、E メールでご応募ください。電話申込や直接、
生涯学習課へお越しいただいても結構です。

「二十歳となって」、「私の夢」、「米子市民として」などタイ
トルは問いません。新成人として感じることや思いをメッ
セージとしてお送りください。入賞の方には賞品を用意し
ています。たくさんのご応募をお待ちしております。

▼字 数　400字詰め原稿用紙３枚程度まで

▼締 切　11月10日（月）必着

▼応募方法　住所・氏名（フリガナ）・電話番号を明記の
　うえ、　郵送または E メールで応募してください。
■申込・問い合わせ　〒 683-8686　米子市東町 161 －２
　米子市教育委員会生涯学習課青少年係
　☎２３－５４４１、E メール　shogaku@yonago-city.jp

生涯学習講座
「よなごアカデミー」前期受講生募集
◆コース１　『米子の遺跡再発見』…古代の遺跡がたくさん発掘
される米子。身近にある、いにしえのロマンを感じてみませんか。

テ ー マ
10月25日（土）「妻木晩田遺跡と四隅突出型墳丘墓」
11月 ８ 日（土）「よみがえる最古級壁画～史跡　上淀廃寺跡」
11月15日（土）「史跡　福市遺跡からみる古代の生活」

　＜時 間＞　午後１時30分～３時

◆コース２　『防犯・安全』…頻発する犯罪や消費者トラブル等
に、巻き込まれないための心得について、学ぶ講座です。

テ ー マ
10月25日（土）「米子の犯罪の現状と簡単な護身術」
11月 ８ 日（土）「少年非行の現状と有害サイト等から子どもたちを守るために」
11月15日（土）「振り込め詐欺、悪徳商法について」

　＜時 間＞　午後３時30分～５時

●両コースとも・・
＜場 所＞　市役所旧庁舎１階 601会議室
＜定 員＞　60人（定員になり次第締め切ります）
＜受講料＞　1 コース 500円
※６日（月）から受付を始めます。電話申込み可。
※コースごとにお申し込みください。
※受講料は、受講初日に受付にてお支払いください。
※「とっとり県民カレッジ連携講座」です。
■申込・問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

平成20年度（第44回）

米子人生大学
　　　　

▼会 場　米子市文化ホール

▼時 間　午後２時～４時（開場午後１時30分）　

▼受講料　年間 1,000円（初めて受講される日に、会場
受付でお支払いください。）

▼申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込みくださ
い。電話での申込みはできません。
■問い合わせ
　生涯学習課（市役所第２庁舎３階  ☎２３－５４４４）

～これからの講座～
日程 テ ー マ

６日
（月）

「今こそ出番～地域を育てる熟年の智恵～」
　島根大学 教育学部 教授　肥後　功一さん

20日
（月）

「協働のまちづくりと市民自治基本条例
～協働のまちづくりを考える～」

　米子市企画部　主査　門脇　正明

11月
10日

（月）

「生活充実都市・米子の実現を目指して」　
　米子市長　野坂　康夫

＊閉講式

※とっとり県民カレッジ連携講座です。
主催：米子市教育委員会・米子人生大学友の会



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎

49R1 403 中層耐火
４ 階 建 3DK 11,900

～ 19,700 S49

50R1 406 中層耐火
４ 階 建 3DK 12,300

～ 20,400 S50

青 木
住 宅 永 江 52R2 104 中層耐火

４ 階 建 3DK 13,400
～ 22,300 S52

（老人等優先入居）

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方。
●米子市税などに滞納がない方。　　●暴力団員でないこと　
■老人等優先入居
60歳以上の方、心身障がい者の方は、優先入居（応募者数が
複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ
りますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　１日（水）～９日（木）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　16日（木）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　11月１日（土）
次回の市営住宅入居者募集期間は 11月４日～ 12日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

開発公社所有地を売払いします
次のとおり一般公募により公社所有地を売払いします。
■売払物件　米子市皆生５丁目 149-1，149-5
　　　　　　合計面積　916.61㎡
■売却価格　33,731,248円　（１㎡あたり 36,800円）
■用途地域　第１種中高層住居専用地域
■申込方法　所定の申込書に住民票の謄本を添えて、受
　　　　　　付期間内に土地開発公社に申込ください。
■現地説明の日時・場所
　15日（水）午前10時・売払物件所在地
■申込期間　16日（木）～30日（木）
■譲受人の決定
　複数の申込みがあれば、抽選により決定します。
■問い合わせ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）
■売払物件の案内図

市民大茶会
湊山公園内日本庭園で恒例の秋のイベントを本年度は会場を移し、「米子しんまち天満屋」で開催します。
誰でも気軽に楽しめるお茶会です。市内の学校、公民館、企業などの茶道グループが琴の演奏の中、茶席
を設けお点前を披露します。米子の風景写真・パネル展も同時開催。

▼と き　19 日（日）午前 10 時 30 分～午後 4 時

▼ところ　米子しんまち天満屋５階（てんまやホール）

▼茶 券　３席セット券 1,000 円　1 席券 400 円　学生・児童券 250円
■問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

▼と き　11月５日（水）　午後６時30分～

▼ところ　米子コンベンションセンター

▼講 師　「かたやま心の健康クリニック」　片山郁子さん

▼問い合わせ　西部地域産業保健センター（西部医師会館内）
　　　　　　　（☎２２－３５７０）　

セミナーに相談室を設けています。お気軽にご相談くださ
い。セミナーは１時間、相談は30分程度です。要申込。

米子コンベンションセンター開館10周年記念事業

ビッグシップ地球号　Eco Festival 
「もったいない」から始めよう！楽しいエコライフ

～お家で今日からできるエコ～

▼と き　26日（日）午前10時～午後４時

▼ところ　米子コンベンションセンターほか

 「もったいない」をキーワードに、コンベンション関係
企業・団体、環境問題に取り組む地域ＮＰＯ団体・市民
活動団体、行政機関などによる、企業・NPO 団体出展
ブース、フリーマーケット、地産食材話題の飲食コーナー、
親子で楽しむ体験コーナー、電気・ＢＤＦ自動車の展示
と試乗会、中海遊覧など、盛りだくさんのイベントを開
催します。
お気軽にご参加ください。
■問い合わせ　米子コンベンションセンター
　　　　　　　（☎３５－８１１１）　



有

料

広

告

胃がん集団検診日程
月 日 ところ と き

10月27日(月)
福 米 東 公 民 館 午前７時30分～８時

福 米 西 公 民 館 午前９時～９時30分
10月28日(火) 義 方 公 民 館 午前８時30分～９時30分
11月６日(木) 住 吉 公 民 館 午前８時30分～10時

11月７日(金) 車 尾 公 民 館 午前８時30分～９時30分

11月10日(月)
崎 津 公 民 館 午前７時30分～８時

大篠津福祉センター 午前９時～９時30分

11月11日(火)
和 田 公 民 館 午前７時30分～８時

彦 名 公 民 館 午前９時～９時30分

11月12日(水) 淀 江 公 民 館 午前８時～９時30分

■前日の午後９時以降は、絶食してください。
■必ず、受診票をご持参ください。

生活習慣病予防教室（第４回）
と き　27日（月）午後１時～３時30分（受付は午後１時から）
ところ　｢ ふれあいの里 ｣ １階大会議室

▼講 演　
　　「健やかな老後を過ごすために、からだに良い運動習慣を」

　講 師
　　鳥取大学医学部　社会医学講座病態運動学分野
　　准教授　加

か と う

藤　敏
としあき

明さん

▼運動実技
　　「なかなか出来ない運動を、生活の中で取り入れて」
　講 師
　　鳥取大学健康スポーツ科学　非常勤講師　加

か と う

藤　朋
と も こ

子さん

※駐車場が大変混み合いますので、自家用車でのご来場は、なるべ
くご遠慮ください。

お子さんの予防接種

◆結核予防接種（BCG）◆
生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H20年６月27日～７月14日生 10月14日（火）
H20年７月15日～７月30日生 10月30日（木）
H20年７月31日～８月11日生 11月11日（火）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H19年11月生 １回目の接種を
受けていない方
は、下記の日程
で１回目、２回
目を受けてくだ
さい。

10月15日（水）

H19年12月生 11月５日（水）

H20.年 1 月生 12月10日（水）

H20.年２月生 10月29日（水） 21年１月14日（水）

H20.年３月生 11月26日（水） 21年２月10日（火）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。



有

料

広

告

月日 と こ ろ と き

15日
（水）
県

下福万隣保館 午前９時30分～９時50分
県公民館宅前 午前10時～10時20分
石州府集荷場 午前10時30分～10時50分
上福万公民館 午前11時～11時20分
日下・山根速水氏宅前 午前11時30分～11時50分
緑ヶ丘グリーンハイツコミュニティプラザ 午後１時10分～１時30分
河岡公民館 午後１時40分～２時
清水ヶ丘集会所 午後２時10分～２時30分

16日
（木）

五千石

永 江

福市つつじヶ丘集会所 午前９時10分～９時40分
安養寺 午前９時50分～10時20分
福市市営住宅集会所 午前10時30分～11時
八幡２区公民館 午前11時20分～11時40分
八幡３区公民館 午後１時10分～１時30分
五千石公民館 午後１時40分～２時
諏訪・五千石郵便局隣駐車場 午後２時10分～２時30分
永江７区集会所 午後２時50分～３時10分
永江フレッシュハウスワタナベ跡 午後３時20分～３時50分

20日
（月）
夜 見

夜見公民館前 午前９時20分～９時40分
１区公民館入口 午前10時～10時20分
業務用食品スーパー夜見店 午前10時40分～11時
しんかわストア 午前11時10分～11時40分
３区・藤井隆慶氏宅横 午後１時10分～１時30分
５区・松本弘次氏倉庫跡 午後１時50分～２時10分
４区・サイクリングロード（鶏舎前） 午後２時30分～２時50分

22日
（水）
加 茂

１区自治会館 午前９時30分～９時50分
丸共建材店前 午前10時10分～10時30分
自衛隊特借宿舎（T-2）横 午前10時50分～11時
加茂公民館 午前11時20分～11時40分
５区中自治会館 午後１時～１時20分
三柳団地ふれあい会館

（団地１区集会所駐車場） 午後１時40分～２時

浜河崎会館 午後２時20分～２時40分
西皆生団地78号地 

（公園前自治会倉庫置き場） 午後３時～３時10分

23日
（木）
河 崎

河崎団地集会所 午前９時30分～10時
松本鍼灸整骨院隣 午前10時20分～10時50分
河崎四軒屋公民館 午前11時10分～11時30分
芝谷・磯村一義氏宅前 午後１時～１時20分
伯母山会館 午後１時40分～２時
河崎公民館 午後２時20分～２時40分

月日 と こ ろ と き

29日
（水）
尚 徳

兼久公民館 午前９時30分～９時50分
青木公民館 午前10時～10時20分
下安曇公民館 午前10時30分～10時50分
上安曇公民館 午前11時～11時20分
別所公民館 午前11時30分～11時50分
大袋公民館 午後１時20分～１時30分
榎原グリーンハイツ（倉光敏愈氏宅前） 午後１時40分～１時50分
大谷公民館 午後２時～２時20分
実久公民館 午後２時30分～２時40分
茶屋公民館 午後２時50分～３時10分

30日
（木）
成 実

富士見ヶ丘自治会集会所 午前９時10分～９時20分
宗像ニュータウン集会所 午前９時30分～９時40分
日原・平木フトン店 午前９時50分～10時
グリーンヒルズ日原案内所 午前10時10分～10時20分
橋本多目的集会所 午前10時30分～10時40分
吉谷１区公民館 午前10時50分～11時10分
古市公民館 午前11時20分～11時40分
新山公民館 午前11時50分～正午
石井・森内科医院駐車場 午後１時30分～１時50分
成実公民館 午後２時～２時20分
美吉１区公民館 午後２時30分～２時50分

31日
（金）

淀江公民館 午前９時20分～９時50分
米子市淀江支所 午前10時10分～10時40分
宇田川分館 午前11時～11時20分
大和分館 午前11時40分～正午
大高公民館 午後１時30分～１時50分
ふれあいの里 午後２時20分～３時

◆対象者　市内にお住いの 40歳以上の方
◆内 容　胸部レントゲン検査（問診の結果により「た
ん」の検査を受けることもできます）
◆料 金　レントゲン撮影は無料

「たん」の検査は、69歳以下の市民税課税世帯の方は
900円、市民税非課税世帯の方・70歳以上の市民税課
税世帯の方は 300円、生活保護世帯の方は無料です。
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

■アスベスト（石綿）関連疾患の検診を実施しています。アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望
される方は、結核・肺がん検診の問診の際にお申し出ください。

結核・肺がん検診日程



◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム「
み
ず
が
め
座
・

　

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
物
語
」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
３
０
０
円

◆
フ
ァ
ニ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー　

プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

18
日
㈯
午
前
10
時
45
分
と
午
後
２
時
、

対
象
・
幼
児
～
、
大
人
300
円
、
小
中

学
生
・
幼
児
無
料
、
星
を
見
な
が
ら

音
楽
の
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
す
。

◆
天
体
観
測
会

　
「
秋
の
星
座
を
み
よ
う
」

25
日
㈯
午
後
７
時
～
、
対
象
・
幼
児

～
、20
組
。
11
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
。

雨
の
場
合
は
星
の
話
を
し
ま
す
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

（
共
催
・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

毎
週
水
曜
日
・
午
前
10
時
30
分
か
ら

は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分
か
ら
は

１
歳
以
上
対
象
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

12
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
、
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
、
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。対
象
・

幼
児
～
大
人
、
自
由
参
加
、
無
料
。

◆
も
く
も
く
初
心
者
の
日

22
日
㈬
、
午
前
10
時
～
正
午
、
木
の

パ
ズ
ル
作
り
。
材
料
費
450
円
、
９
日

㈭
か
ら
電
話
受
付
開
始

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

25
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
お

は
な
し
、
絵
本
、
手
あ
そ
び
な
ど
。

対
象
・
幼
児
～

◆
秋
の
バ
ラ
展（
協
力
・
米
子
バ
ラ
会
）

25
日
㈯
、
26
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
館
内
外
で
バ
ラ
の
香
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
対
象
・
幼
児
～
。

両
日
、
午
後
２
時
「
バ
ラ
の
育
て
方

講
習
会
」

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

（
協
力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
・
13
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分
。
屋
外
の
冒
険
遊
び

場
を
開
園
し
て
い
ま
す
。
対
象
・
幼

児
～
、
５
日
「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」、

12
日
「
こ
ま
回
し
大
会
」、19
日
「
釘

た
て
大
会
」、
26
日
「
ベ
ー
ゴ
マ
大

会
」、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
受

付
、
対
象
・
幼
児
～

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

　
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
べ
る
工
作
、
昔
遊
び
や
わ

ら
べ
う
た
・
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
『
お

お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し

て
出
か
け
ま
す
。
対
象
・

単
位
子
ど
も
会
な
ど

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
開
館
日
は
、
施
設
の
使
用
申
請
が

あ
れ
ば
有
料
で
午
後
10
時
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
第
52
回
鳥
取
県
美
術
展
覧
会

　
（
県
展
）

▼
会
期　

４
日
㈯
～
13
日
（
月
・
祝
）

　
［
会
期
中
無
休
］

▼
観
覧
料　

無
料

▼
内
容　

県
民
か
ら
公
募
し
た
作
品

（
洋
画
・
日
本
画
・
書
道
・
写
真
・

工
芸
・
彫
刻
・
版
画
・
デ
ザ
イ
ン
）

の
内
、入
選
作
品
等
を
展
示
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
開
館
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

１
、
15
、
22
、

29
日

※
２
、３
、
14
、
16
、
23
、
30
日
は

展
示
作
業
の
た
め
閉
館

施設の催し

有

料

広

告

◆
自
然
観
察
会

　
「
た
く
さ
ん
の
鳥
を
見
よ
う
！
」

11
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

半
・
申
込
不
要
・
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。・
集
合
：
水
鳥
公
園
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
手
作
り
自
然
教
室

　
「
ビ
ー
ズ
ト
ン
ボ
を
作
ろ
う
！
」

19
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時
・
小
学
生

以
上
対
象
先
着
20
人
・
要
予
約
。
材

料
費
100
円
・
会
場
：
水
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

　

初
飛
来
日
当
て
ク
イ
ズ
2008

見
事
的
中
し
た
方
に
は
、
素
敵
な
賞

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

募
集
期
間
：
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
初
飛

来
す
る
日
ま
で
。

応
募
資
格
：
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

入
館
者

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
300
円
が

必
要
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

※
11
月
か
ら
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま

す
。
平
日
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分
、
土
・
日
・
祝
日
は
、
午

前
７
時
～
午
後
５
時
30
分
で
す
。

米
子
水
鳥
公
園



●
お
は
な
し
会　

紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

●
絵
本
づ
く
り　

色
を
塗
っ
て
折
る

だ
け
で
簡
単
に
絵
本
が
作
れ
ま
す
。

●
手
作
り
バ
ッ
グ　

美
し
い
絵
本
の

カ
バ
ー
で
バ
ッ
グ
づ
く
り
。

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、

31
日

※
13
日
～
22
日
は
特
別
資
料
整
理
期

間
の
た
め
休
館

公
会
堂　

虹
の
ひ
ろ
ば 

「
秋
風
の
し
ら
べ　
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
」

今
回
は
、
吉よ

し
だ田
章し

ょ
う
い
ち一
さ
ん
（
ギ
タ
ー

弾
き
語
り
）
と
、杉す

ぎ
や
ま山
清き

よ
か香
さ
ん
（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
オ
カ
リ
ナ
）
に
よ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。
懐
か
し

い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ

ク
ま
で
、
二
人
の
ト
ー
ク
を
交
え
て

お
届
け
し
ま
す
。
秋
の
夜
長
、
音
楽

に
よ
る
素
敵
な
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

と

き　

15
日
㈬　

午
後
７
時
開
演

と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂
ロ
ビ
ー

●
問
い
合
わ
せ

米
子
市
公
会
堂
（
☎
22
―
３
２
３
６
）

◆
第
４
回　

ぐ
る
っ
と
３
館
め
ぐ
り

山
陰
歴
史
館
・
福
市
考
古
資
料
館
・

淀
江
歴
史
民
俗
資
料
館
の
３
館
を
バ

ス
で
め
ぐ
り
、
学
芸
員
が
館
内
展
示

物
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
感
応
寺
（
中

村
家
墓
所
）
と
向
山
古
墳
群
を
訪
問

し
ま
す
。

11
日
㈯
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時

30
分
、
集
合
・
解
散
場
所
：
山
陰
歴

史
館
、参
加
費
1,000
円
（
小
学
生
500
円
、

未
就
学
児
無
料
）、
定
員
20
人

◆
講
座
「
第
１
回
街
道
か
ら
た
ど
る

歴
史
パ
ー
ト
１　

出
雲
街
道
絵
図
を

み
て
み
よ
う
！
」

山
陰
歴
史
館
所
蔵「
出
雲
街
道
絵
図
」

を
現
代
の
地
図
と
比
較
し
て
学
び
ま

す
。

11
月
22
日
㈯
は
、
バ
ス
で
溝
口
・
根

雨
・
新
庄
の
本
陣
跡
と
町
を
め
ぐ
り

ま
す
。

25
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、
資
料
代

100
円
、
定
員
30
人
、
会
場
：
市
役
所

旧
庁
舎
603
会
議
室
（
３
階
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
山

陰
歴
史
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
、
４
日
、
15
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
企
画
展

　
「
道
具
で
た
ど
る
食
の
歴
史
」

調
理
具
・
食
器
か
ら
分
か
る
食
事
の

歴
史
を
、
現
在
の
道
具
や
料
理
と
比

較
し
な
が
ら
展
示
し
ま
す
。

▼
会
期　

４
日
㈯
～
11
月
24
日
㈪

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
、
15
日

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
つ
つ
じ
読
書
会

11
月
８
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
尾お

が
た形　

勇い
さ
む

ほ
か
共
編
（
講
談
社
）

「
中
国
の
歴
史

（12）
日
本
に
と
っ
て
中

国
と
は
何
か
」〔
後
半
〕

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
古
文
書
研
究
会

11
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議
室
・

「
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雑
録
～

大
山
寺
学
頭
代
智
蔵
院
円
慶
文
書
～

第
２
回
・
講
師
…
南な

ん
ば波
睦む

つ
と人
さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

▼
知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
（
実
務
者
向
け
）

〔
第
３
回
〕
８
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
午
後
５
時
・「
ラ
イ
セ
ン
ス
の
極

意
―
契
約
で
損
し
な
い
方
法
」

〔
第
５
回
〕
29
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
午
後
５
時
・「
知
財
訴
訟
の
極
意

―
も
し
警
告
状
が
届
い
た
ら
…
」

※
問
い
合
わ
せ
…
㈳
発
明
協
会
鳥

取
県
支
部
（
☎
０
８
５
７
―
52
―

６
７
２
８
）

▼
特
許
情
報
相
談
会〔
事
前
申
込
み
〕

28
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室

◆
環
日
本
海
連
続
講
座
〔
第
１
回
〕

25
日
㈯
午
後
２
時
・「
都
市
ソ
ウ
ル
の

空
間
構
造
」・
大
会
議
室
・
講
師
…
関

西
学
院
大
学
教
授　
島し

ま
む
ら
た
か
の
り

村
恭
則
さ
ん

◆
県
立
図
書
館
郷
土
文
化
講
演
会　

26
日
㈰
午
後
２
時
・「
西
伯
耆
を
拓

い
た
海
人
と
産
鉄
民
の
足
跡
」・
大

会
議
室
・
講
師
…
米
子
工
業
高
等
専

門
学
校　
名
誉
教
授　
坂さ

か
た田
友と

も
ひ
ろ宏
さ
ん

◆
す
ぐ
に
役
立
つ
エ
ク
セ
ル
2003
講
習
会

　
（
初
心
者
向
け
）

19
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
・
鳥
取
大
学
医
学
部
（
西
町
）・

定
員
25
人
・
対
象
：
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
が
で
き
る
方

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
…
鳥
取
大
学

医
学
図
書
館
（
☎
38
―
６
４
６
２
）

■
図
書
館
ま
つ
り

11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

●
本
の
市　

お
好
き
な
本
を
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

有

料

広

告



新米子の文化財
尾
お

高
だ か

城
じょう

跡
あ と

　　市指定史跡　
　この城の歴史は古く、築城の始まりは明らかではありませんが、江戸時代初めに湊山の地に米子城が完成す
るまでは、尾高城が米子地方の行政、交通の要地として重要な位置を占めており、戦国時代、数

あ ま た

多の攻防戦が
繰り広げられた城です。
　16世紀前半までは、山

や ま な

名氏ゆかりの行
ゆき ま つ

松氏が居城していましたが、1524年（大
おお え い

永４年）に尼
あま

子
こ

経
つ ね ひ さ

久の大軍に
より落城し、出雲月山冨

と だ

田城を拠点とする尼子氏の城となりました。
その後、毛利氏と尼子氏の争奪戦がたびたび行なわれ、その結果、尼子氏は城を追われ、毛利氏重臣の

杉
すぎ は ら も り し げ

原盛重が居城し城を整備したと考えられます。
　大山山麓の標高40ｍの丘陵上にあり、城の西側は約20ｍの河岸段
丘の崖を利用し、東側は堀と土塁で防御を固めています。南北約400ｍ、
東西約200ｍの範囲に、堀切、土塁を用いて区画した独立の郭

くるわ

を連ね
ています。
米子平野が眼下に広がり、西伯耆一円が遠望できます。城の直下（西側）
には城下町（現在の米子市尾高）が展開し、陰陽への街道が通ってい
ました。
遺跡の保存状態もよく、山陰を代表する中世～戦国時代の城跡です。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　2007年10月18日に、米子水鳥公園でチフチャフというウグイスの仲

間が見つかりました。日本では 1996年11月に富山県で初めて発見され

たという、極稀な鳥です。

　「チフチャフ」と聞いて何のことかが分かる人は、野鳥愛好家でもご

く一部だけです。ほとんど出会う機会のない珍しい鳥であることと、地

味な姿、意味不明な名前が原因でしょう。なお、この名前は、「チフチャ

フ」とさえずることが由来です。

　水鳥公園でチフチャフが確認できたのは、開園以来継続してきた鳥類

標識調査の成果です。この調査は、野鳥を捕獲し、金属製の足環を付け

て放鳥するもので、鳥の生息地にカスミ網を仕掛けて鳥を捕らえます。チフチャフは体が小さく、ヨシ原などの茂みに潜

む鳥なので、目視で観察することが非常に難しいのですが、カスミ網ならば捕獲することができます。

　鳥類標識調査では、1998年に島根県の斐伊川河口で 1 羽標識されたのが日本初記録で、その後宮城県、北海道でも 1

羽ずつ標識されました。今回、水鳥公園で標識されたのは国内４羽目になります。

　チフチャフ発見のニュースは、嬉しい効果をもたらしました。それは、チフチャフ発見のニュースを知った方から、似

た鳥を見たとか、死体を見つけたという連絡が多く寄せられたことです。

　結果として、頂いた情報はほとんどがウグイスでしたが、このように多くの人がチフチャフをきっかけに鳥に関心を持っ

ていただけたということが重要です。なぜなら、皆さんから寄せられた情報が、大発見につながるかもしれないからです。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成20年９月 1 日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,503人 ( ＋93人)　男性 71,439人 ( ＋33人)　女性 79,064人 ( ＋60人)　世帯数 61,976世帯 ( ＋36世帯)

水鳥公園からのたより

チフチャフ
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